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特集「中小企業の会計に関する基本要領」の概要

■―いま、これを伝えたい！― 小野田駅前商店街振興組合

■県内の元気のある中小企業紹介⑯ 有限会社ほうえい堂

■組合士検定試験の腕だめしコーナー

■組合等ニュース

■ 平成24年度全国労働衛生週間の実施について

■景況動向

■ 中国国際消費類電子博覧会に萩焼を出展

■ 参加者募集！　第64回中小企業団体全国大会開催

■ やまぐち総合ビジネスメッセのご案内
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シリーズ

た
り
、
自
然
環
境
に
優
し
い
素
材
で
の
手

作
り
石
鹸
教
室
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
参
加
す
る
地
域
住
民

へ
「
環
境
」
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
場
と

し
ま
し
た
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
商
店
街
の

 
賑
わ
い
に
よ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

―
い
ま
、こ
れ
を
伝
え
た
い
！
―

【組合概要】
　○　代 表 者：町田　正勝
　○　業　　種：小売業、サービス業
　○　所 在 地：山陽小野田市日の出３丁目１-28
　○　☎ 083-83-1403
　○　URL：http://onodaeki.axis.or.jp/
【組合の主な活動】
各種イベントの開催、商店街施設の維持管理

小野田駅前商店街振興組合

【
設
立
の
背
景
】

　

幹
線
道
路
沿
道
へ
の
大
規
模
小
売
店
舗

の
出
店
が
活
発
に
な
る
な
か
、
買
い
物
客

の
流
れ
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い

る
小
野
田
駅
前
地
区
の
集
客
力
を
高
め
、

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
る

「
新
し
い
街
」
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
目
的

に
平
成
４
年
４
月
、
小
野
田
駅
前
商
店
街

振
興
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。

【
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
】

　

毎
年
７
月
の
最
終
土
曜
日
に
開
催
し
て

い
る
「
ち
ょ
う
ち
ん
七
夕
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
お
い
て
、
今
年
は
「
環
境
に
や
さ
し
い
街

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
ま
で
会
場

の
照
明
と
し
て
使
用
し
て
い
た
白
熱
球
の
一

部
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
変
更
す
る
と
と
も
に
消
費

電
力
等
の
違
い
に
つ
い
て
の
説
明
パ
ネ
ル
を

展
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
で
環
境
対
策
活
動
を
行
っ

て
い
る
企
業
、
団
体
の
協
力
に
よ
り
、
空

き
缶
や
食
用
油
の
廃
油
回
収
を
行
い
、
金

魚
す
く
い
な
ど
の
ゲ
ー
ム
券
と
引
き
換
え

来
場
者
の
意
見
を
参
考
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
商
店
街
の
通

り
を
利
用
し
て
開
催
し
ま
し
た
が
、
商
店

街
の
賑
わ
い
を
生
み
出
す
た
め
将
来
的
に
は

「
街
な
か
」
で
の
開
催
を
定
着
さ
せ
た
い
と

思
い
ま
す
。

フリーマーケット

小
野
田
駅
前
商
店
街
振
興
組
合

カラー舗装とガス灯

手作り石鹸教室

　

こ
れ
ま
で
小
野
田
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー

を
利
用
し
て
開
催
し
て
い
た
「
小
野
田
駅

前
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
は
、
出
店
者
や

【
今
後
の
展
望
】

　

Ｊ
Ｒ
小
野
田
駅
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
隣
接

し
、
公
共
交
通
機
関
の
便
に
恵
ま
れ
立
地
、

カ
ラ
ー
舗
装
や
ガ
ス
灯
が
設
置
さ
れ
た
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
等
の
条
件
を
活
か
し
た
イ
ベ

ン
ト
等
の
実
施
に
よ
り
、
賑
わ
い
の
あ
る

商
店
街
に
し
て
行
く
と
と
も
に
、魅
力
あ
る

「
個
店
」
づ
く
り
に
取
り
組
み
つ
つ
、
少
子

高
齢
化
、
環
境
問
題
な
ど
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
充

実
・
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に

根
ざ
し
た
商
店
街
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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特　　集

「
中
小
企
業
の
会
計
に
関
す
る
基
本
要
領
」の
概
要

検
討
の
背
景
「
中
小
企
業
の
実
態
」

主
に
地
域
金
融
機
関
等
か
ら
資
金
調
達

● 

資
金
調
達
の
方
法
と
し
て
は
、
新
株
発

行
や
起
債
と
い
っ
た
資
本
市
場
で
資
金

調
達
を
行
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

地
域
金
融
機
関
や
メ
ガ
バ
ン
ク
な
ど
の

計
算
書
類
等
の
開
示
先
は
、主
と
し
て
、

取
引
金
融
機
関
、
主
要
取
引
先
、
既
存

株
主
等
に
限
ら
れ
る
。

税
法
を
意
識
し
た
会
計
処
理

● 

多
く
の
中
小
企
業
で
は
、
税
務
申
告
が

計
算
書
類
等
作
成
の
目
的
の
大
き
な
割

合
を
占
め
、
法
人
税
法
で
定
め
る
処
理

を
意
識
し
た
会
計
が
行
わ
れ
て
い
る
。

限
ら
れ
た
経
理
体
制

● 

経
理
担
当
者
の
人
数
が
少
な
く
、
高
度

な
会
計
処
理
に
対
応
で
き
る
能
力
や
十

分
な
経
理
体
制
を
持
っ
て
い
な
い
。

中
小
企
業
の
会
計
に
関
す
る

基
本
要
項
の
内
容
①

－

１

中
小
企
業
の
会
計
に
関
す
る
基
本
要
領
の
概
要

【
総
論
】

〈
目
的
〉

　

以
下
の
考
え
に
立
っ
て
作
成
。

・ 

経
営
者
が
活
用
し
よ
う
と
思
え
る
よ

う
、
理
解
し
や
す
く
、
自
社
の
経
営
状

況
の
把
握
に
役
立
つ
会
計

・ 
利
害
関
係
者（
金
融
機
関
、
取
引
先
、

株
主
等
）へ
の
情
報
提
供
に
資
す
る
会
計

・ 

実
務
に
お
け
る
会
計
慣
行
を
十
分
考
慮

し
、
会
計
と
税
制
の
調
和
を
図
っ
た
上

で
、
会
社
計
算
規
則
に
準
拠
し
た
会
計

・ 

計
算
書
類
等
の
作
成
負
担
は
最
小
限
に

留
め
、
中
小
企
業
に
過
重
な
負
担
を
課

さ
な
い
会
計

〈
本
要
領
の
利
用
が
想
定
さ
れ
る
会
社
〉

　

以
下
を
除
く
株
式
会
社
が
想
定
さ
れ

る
。

・ 

金
融
商
品
取
引
法
の
規
制
の
適
用
対
象

会
社

・
会
社
法
上
の
会
計
監
査
人
設
置
会
社

泫 

中
小
指
針
で
は
、「
と
り
わ
け
、
会
計

参
与
設
置
会
社
が
計
算
書
類
を
作
成
す

る
際
に
は
、
本
指
針
に
拠
る
こ
と
が
適

金
融
機
関
か
ら
の
借
り
入
れ
が
中
心
。

計
算
書
類
等
の
開
示
先
は
限
定
的

● 
中
小
企
業
は
、
所
有
と
経
営
が
一
致
し

て
お
り
、
通
常
は
株
式
の
譲
渡
制
限
が

付
さ
れ
て
お
り
株
式
が
第
三
者
に
自
由

に
流
通
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な

い
。
利
害
関
係
者
は
限
ら
れ
て
お
り
、

「中小企業会計要領」の位置づけ
区分 会社数 連結 単体

上場会社 約3,600社

金商法開示企業（①）
（上場会社以外） 約1,000社

会社法大会社（②）
（上場会社及び①以外）（資本金５億
円、又は負債総額200億円以上）

約10,000社
上場会社、①に含まれ
るものの数を除く

上記以外の株式会社
（上場会社、①及び②以外）

約260万社
から上場会社、①、②に
含まれるものの数を除く

（出典）非上場会社の会計基準に関する懇談会報告書資料を基に作成

国際会計基準
の任意適用
日本基準

作成義務なし

日本基準

中小指針

中小会計要領

書類の開示を求めた主体について（n＝1207）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

金融機関 88.8

29.1

20.0

15.9

9.3

7.1

3.1

2.2

3.1

信用保証協会

信用調査会社

取引先・顧客

役員

株主

親会社

従業員

その他

経理財務担当の人員（代表者以外）について

（n＝1496）

０人
7.4％

１人
62.3％

２人～５人
29.1％

６人～10人　0.9％
11人～20人　0.2％
21人～30人　0.0％ 31人～50人　0.2％

51人以上　0.0％

　
非
上
場
企
業
で
あ
る
中
小
企
業
に
と
っ
て
、
上
場
企
業
向
け
会
計
ル
ー
ル
ま
で
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
小
企
業
で
も
簡
単
に
利
用
で
き
る
会
計
ル
ー
ル
は
今
ま
で
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
中
小
企
業
の
会
計
に
関
す
る
基
本
要
領
」
は
、
国
が
中
小
企
業
の
実
態
を
考
え
て

示
し
た
新
し
い
会
計
ル
ー
ル
で
、
中
小
企
業
関
係
者
等
が
主
体
と
な
っ
て
設
置
さ
れ
た

「
中
小
企
業
の
会
計
に
関
す
る
検
討
会
」
に
お
い
て
策
定
さ
れ
、
平
成
24
年
２
月
１
日

に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
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当
で
あ
る
。」
と
さ
れ
て
い
る
。

中
小
企
業
の
会
計
に
関
す
る

基
本
要
項
の
内
容
①

－

２

【
総
論
】

〈
継
続
性
の
原
則
〉

　

継
続
性
の
原
則
に
つ
い
て
、
他
の
企
業

会
計
原
則
と
は
別
に
記
載
。
会
計
処
理
の

方
法
は
、
毎
期
継
続
し
て
同
じ
方
法
を
適

用
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
を
変
更
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
合
理
的
な
理
由
を
必
要

と
し
、
変
更
し
た
旨
、
そ
の
理
由
及
び
影

響
の
内
容
を
注
記
す
る
。

〈
国
際
会
計
基
準（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）と
の
関
係
〉

　
「
中
小
会
計
要
領
」は
、
安
定
的
に
継
続

利
用
可
能
な
も
の
と
す
る
観
点
か
ら
、
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
影
響
を
受
け
な
い
も
の
と
し
た
。

〈
記
帳
の
重
要
性
〉

　

経
営
者
が
自
社
の
経
営
状
況
を
適
切
に

把
握
す
る
た
め
に
記
帳
が
重
要
で
あ
る
。

他
の
企
業
会
計
原
則
と
は
別
に
記
載
。
記

帳
は
全
て
の
取
引
に
つ
き
、
正
規
の
簿
記

の
原
則
に
従
っ
て
行
い
、
適
時
に
、
整
然

か
つ
明
瞭
に
、
正
確
か
つ
網
羅
的
に
会
計

帳
簿
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
小
企
業
の
会
計
に
関
す
る

基
本
要
項
の
内
容
②

【
各
論
】（
抜
粋
）

〈
貸
倒
引
当
金
〉

　

決
算
期
末
に
お
け
る
貸
倒
引
当
金
の
計

「企業会計基準及び中小指針との違い（例）」
中小企業会計要領 中小指針 企業会計基準

想定対象 中小指針と同じ。（中小企業）
中小指針と比べて簡便な会計処理
をすることが適当と考えられる中
小企業

右記以外（中小企業）
とりわけ会計参与設置会社

金商法の適用対象会社
会社法上の大会社

国際会計基準との関係 安定的な継続利用を目指し、国際
会計基準の影響を受けないものと
している

これまで国際会計基準とのコン
バージェンス等による企業会計基
準の改訂を勘案している

これまで国際会計基準
とのコンバージェンス
を実施している

各論の項目数等 項目数： 基本的な14項目（税効果
会計、組織再編の会計等
は盛り込んでいない）

内　容： 本要領の利用を想定する
中小企業に必要な事項を
簡潔かつ可能な限り平易
に記載

項目数： 18項目（税効果会計、組
織再編の会計等も規定）

内　容： 中小会計要領よりも詳細
に記載

企業取引の会計処理全
般を網羅的に規定

税務上の処理の取扱い 実務における会計慣行を踏まえて
規定

以下の場合に適用できる
・ 会計基準がなく税務上の処理が
実態を適正に表している場合
・ あるべき会計処理と重要な差異
がない場合

副次的に考慮するもの
とされている

＜例１＞
有価証券の期末評価

原則として、取得原価 条件付きで取得原価を容認
（市場価格のある株式を保有してい
ても多額でない場合）

市場価格のある株式は
時価評価

＜例２＞
棚卸資産の評価方法

最終仕入原価法を容認 条件付きで最終仕入原価法を容認
（期間損益の計算上著しい弊害がな
い場合）

重要性のないものを除
き、最終仕入原価法は
不可

算
方
法
と
し
て
、原
則
的
な
処
理
の
他
に
、

法
人
税
法
上
の
中
小
法
人
に
認
め
ら
れ
て

い
る
法
定
繰
入
率
で
算
定
す
る
方
法
も
例

示
し
て
い
る
。

〈
有
価
証
券
〉

　

有
価
証
券
の
評
価
方
法
を
、
法
人
税
法

と
同
様
に
、
売
買
目
的
有
価
証
券
以
外
は

原
則
取
得
原
価
で
の
計
上
と
し
、
事
務
負

担
の
軽
減
に
配
慮
し
て
い
る
。

〈
棚
卸
資
産
〉

　

中
小
企
業
は
法
人
税
法
上
認
め
ら
れ
て

い
る
「
最
終
仕
入
原
価
法
」
で
評
価
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
実
態
を
踏
ま
え
、「
最

終
仕
入
原
価
法
」
を
他
の
評
価
方
法
と
と

も
に
利
用
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

〈
引
当
金
〉

　

退
職
給
付
引
当
金
に
つ
い
て
、
適
正
な

損
益
計
算
を
行
う
観
点
か
ら
、
当
期
末
に

お
け
る
自
己
都
合
要
支
給
額
を
基
に
計
上

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
明
記
。
従
業

員
の
在
職
年
数
等
企
業
の
実
態
に
応
じ
て

合
理
的
に
引
当
金
額
を
計
算
し
、
自
己
都

合
要
支
給
額
を
基
礎
と
し
て
、
例
え
ば
、

そ
の
一
定
割
合
を
計
上
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

〈
そ
の
他
〉

　

中
小
企
業
の
実
務
で
使
わ
れ
て
い
る
基

本
的
な
14
項
目
の
会
計
に
限
定
。「
税
効

果
会
計
」
や
「
組
織
再
編
の
会
計
」
等
は

盛
り
込
ん
で
い
な
い
。

特　　集
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今
回
は
、「
葉
わ
さ
び
入
り
生
菓
子

の
新
た
な
生
産
・
販
売
方
式
の
導
入
」

を
テ
ー
マ
に
「
経
営
革
新
計
画
」
の
認

定
を
受
け
た
有
限
会
社
ほ
う
え
い
堂（
山

口
県
菓
子
工
業
組
合
下
松
支
部
（
支
部

長
：
有
限
会
社
ほ
う
え
い
堂
代
表
取
締

役 

金
重
進
氏
））
を
紹
介
し
ま
す
。

　

当
社
は
、
昭
和
50
年
に
設
立
さ
れ
た

和
菓
子
製
造
業
の
会
社
で
、
地
産
地
消

の
商
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
商
品
の
差
別
化
が
難
し
く
、
常

に
厳
し
い
競
争
環
境
に
さ
ら
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
21
年
に
岩
国
市
北
部
に
美
和
店

を
出
店
し
た
後
、
錦
川
わ
さ
び
を
使
っ

た
特
産
品
を
是
非
と
も
作
っ
て
欲
し
い

と
の
地
元
の
要
望
を
受
け
、
今
後
の
市

場
動
向
も
考
え
、
他
社
に
は
無
い
新
商

品
「
わ
さ
び
ま
ん
じ
ゅ
う
」
を
開
発
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

原
材
料
の
わ
さ
び
は
、
山
代
地
域
の

特
産
品
で
生
産
供
給
能
力
も
十
分
あ
る

葉
わ
さ
び
を
使
用
し
ま
す
。
製
造
上
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
わ
さ
び
の
揮
発
性
を
閉

じ
込
め
、
加
熱
処
理
を
せ
ず
、
餅
生
地

に
す
み
や
か
に
わ
さ
び
の
風
味
を
と
ど

め
る
こ
と
で
、
特
長
あ
る
食
感
が
得
ら

れ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
加
え
て
冷
凍

処
理
す
る
こ
と
で
、
３
ケ
月
は
香
味
・

辛
味
が
充
分
に
感
じ
ら
れ
、
生
菓
子
で

あ
り
な
が
ら
通
信
販
売
に
も
対
応
で
き

る
の
で
、
全
国
の
消
費
者
向
け
に
イ
ン
パ

ク
ト
の
大
き
い
商
品
と
し
て
、
販
路

の
開
拓
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
岩
国
市
山
代
地
域
に
生

産
・
販
売
拠
点
を
つ
く
り
、
そ
こ
で

は
地
元
の
人
材
を
で
き
る
だ
け
雇
用

す
る
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
生
産
・

販
売
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
元
の
人
々
と
協
同
し
、

わ
さ
び
関
連
グ
ッ
ズ
を
つ
く
り
、
そ

れ
ら
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
等
で

全
国
展
開
す
る
こ
と
も
計
画
し
て
い

ま
す
。
同
時
に
、
志
を
同
じ
く
す
る

仲
間
を
募
り
、
一
緒
に
な
っ
て
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
め
ざ

し
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

県内の元気のある中小企業紹介⑯

「
わ
さ
び
ま
ん
じ
ゅ
う
」を
開
発
し

 
 

地
域
活
性
化
に
貢
献

有
限
会
社
ほ
う
え
い
堂

お
問
い
合
わ
せ
先

有
限
会
社
ほ
う
え
い
堂

　

〒
７
４
４
―
０
０
２
２

　
下
松
市
藤
光
町
２
丁
目
１
３
―
１
６

　

☎
０
８
３
３
―
４
３
―
５
９
８
８

　

℻
０
８
３
３
―
４
３
―
１
７
０
７

　

U
RL　

 http://www.houeidou.com/

組合士検定試験の腕だめしコーナー

１ ．商品の仕入れや買掛金の支払いのために振り出した手形は １  勘定で処理する。一
方で、資金の借り入れのために約束手形を振り出した場合 ２  勘定で処理する。

２ ．借入金のうち、返済期日が１年以内に到来する借入金は ３  であり、当座借越など
もこれに含めて貸借対照表の流動負債に掲記する。

３ ．商品代金の一部を手付金として受け取ったときは、 ４  勘定で処理し、従業員などか
ら一時的に所得税などを預かったときは、 ５  勘定で処理する。

答え：１．イ　　２．ケ　　３．ク　　４．オ　　５．キ

　次の文章を読み、文中の  の中に下記に掲げる語群の中から最も適切な語句を選び、

ア～サの記号で答えなさい。

〔語　　群〕

ア．買掛金　　　　イ．支払手形　　　ウ．未払金　　　エ．未払費用

オ．前受金　　　　力．前受収益　　　キ．預り金　　　ク．短期借入金

ケ．手形借入金　　コ．長期借入金　　サ．社債



6山口県の中小企業（2012年９月号）

組合等ニュース

オ
ア
シ
ス
ど
う
も
ん
誕
生

山
口
道
場
門
前
商
店
街
振
興
組
合

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
「
オ
ア
シ
ス
ど

う
も
ん
」
が
、
８
月
17
日
㈮
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
伴
い
、
８
月
４
日

㈯
、
ど
う
も
ん
広
場
（
ど
う
も
ん
パ
ー
キ

ン
グ
商
店
街
側
広
場
）
に
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
午
後
３
時
か

ら
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
バ
ン

ド
演
奏
が
行
わ
れ
、
こ
の
日
は
、
山
口
ち
ょ

う
ち
ん
七
夕
ま
つ
り
の
初
日
で
も
あ
り
、

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
「
オ
ア
シ
ス
ど
う
も
ん
」
は
、
１
階
が
地

域
交
流
サ
ロ
ン
、
２
階
が
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク

ラ
ブ
（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
１
階
の
地
域
交
流
サ
ロ
ン
で
は
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
８
月
・
９
月
は
無

料
で
開
放
し
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を

募
集
し
て
い
ま
す
。　

鉄
工
協
議
会
の

 

通
常
総
会
が
開
催
！

山
口
県
中
央
会
鉄
工
組
合
連
絡
協
議
会

　
８
月
２
日
㈭
、
山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

て
、
山
口
県
中
央
会
鉄
工
組
合
連
絡
協
議

会
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
23
年
度
事
業
報
告
、
決
算
書
の
承
認
及

び
平
成
24
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
並

び
に
会
費
の
額
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
終
了
後
は
、（
公
財
）
や
ま
ぐ
ち
産
業

振
興
財
団
知
財
総
合
窓
口
担
当
特
許
等
取

得
活
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
小
柳
正
氏
よ
り

「
実
例
に
学
ぶ　

知
財
活
用
の
ポ
イ
ン

ト
！
」
と
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
中
国

支
部
事
業
承
継
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
酒
井

健
次
氏
よ
り
「
中
小
企
業
の
事
業
承
継
に

つ
い
て
」
の
講
話
が
あ
り
、
出
席
者
は
熱

心
に
聴
講
し
ま
し
た
。

温
泉
街
で
ジ
ャ
ズ
の

 

調
べ
を
満
喫
♪

湯
本
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　

湯
本
温
泉
旅
館
協
同
組
合
（
伊
藤
孝
身

理
事
長
）
で
は
、
８
月
25
日
㈯
と
26
日
㈰

に
「
第
２
回
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
タ
in
長
門
湯
本

温
泉
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

温
泉
情
緒
、
音
信
川
の
せ
せ
ら
ぎ
と
と

も
に
ジ
ャ
ズ
の
調
べ
を
楽
し
も
う
と
同
フ
ェ

ス
タ
実
行
委
員
会
と
と
も
に
企
画
さ
れ
た

も
の
で
、
３
会
場
で
17
組
の
バ
ン
ド
が
迫
力

あ
る
演
奏
を
披
露
し
、
メ
イ
ン
会
場
で
は

地
元
の
旅
館
、ホ
テ
ル
、飲
食
店
を
は
じ
め
、

仙
崎
新
鮮
組
に
よ
る
飲
食
ブ
ー
ス
も
設
け

ら
れ
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

詳しくは、ホームページをご覧下さい。
http://www.oasis-doumon.jp/

丸
の
こ
取
扱
い
研
修
会
を
開
催

山
口
県
板
硝
子
商
工
協
同
組
合

　

７
月
21
日
㈯
、
山
口
県
板
硝
子
商
工
協

同
組
合
（
藤
村
正
一
理
事
長
）
は
、
建
設

現
場
で
広
く
使
用
さ
れ
る
丸
の
こ
に
つ
い
て

の
安
全
作
業
に
必
要
な
基
本
的
知
識
修
得

の
た
め
の
研
修
会
を
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山

口
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
有
限
会
社
く
ま
が
い
工
務
店

代
表
取
締
役
で
イ
ン
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

熊
谷
龍
夫
氏
を
講
師
に
座
学
と
実
技
が
あ

り
、座
学
で
は
、丸
の
こ
の
構
造
か
ら
選
定
、

基
本
動
作
、
作
業
手
順
、
点
検
・
整
備
等

を
学
び
、
実
技
で
は
、
実
際
に
丸
の
こ
を

使
っ
て
の
丸
の
こ
及
び
の
こ
歯
の
点
検
・
整

備
を
習
得
し
ま
し
た
。



7 山口県の中小企業 （2012年９月号）

平成24年度全国労働衛生週間
 の実施について
　厚生労働省におきましては、国民の労働衛生意識の高揚及び産業界における
自主的な労働衛生管理活動の促進を図るため、昭和25年以来全国労働衛生週間
を主唱しております。
　本年も10月１日から10月７日までを本週間、９月１日から９月30日までを準
備期間として、

「心とからだの健康チェック　みんなで進める健康管理」

　のスローガンのもとに、全国一斉に積極的な活動を行うこととしています。

組合等ニュース

35
周
年
記
念
事
業
を
検
討

　
シ
ー
モ
ー
ル
し
も
の
せ
き
協
同
組
合
（
松

永
正
道
理
事
長
）
で
は
、
シ
ー
モ
ー
ル
下

関
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し

て
、
こ
の
秋
に
35
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
８
月
20
日
㈪
、
理
事
会
を
開
催
し
て
、

記
念
事
業
の
企
画
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

こ
の
ほ
ど
概
要
が
決
定
し
ま
し
た
。
各
店

独
自
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.tip.

ne.jp/seam
all/

）
を
ご
覧
下
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
の
主
な
内
容

（
専
門
店
街
）

■　

 「
シ
ー
モ
ー
ル
下
関
専
門
店
街
35
周

年
記
念
出
光
仁
美
杯
シ
ー
モ
ー
ル
の

ど
自
慢
大
会

　
　
　

予
選　
９
／
14
㈮
・
15
㈯

　
　
　

決
勝　
９
／
16
㈰

■　

 「
シ
ー
モ
ー
ル
下
関
専
門
店
街
35
周

年
記
念
佐
久
間
浩
之
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」　
９
／
22
㈯

■　

 「
シ
ー
モ
ー
ル
下
関
専
門
店
街
35
周

年
記
念 W

ALKIN
G
 D
IN
O
 A 

LIVE 

さ
ら
な
る
巨
大
恐
竜
が
シ
ー

モ
ー
ル
に
や
っ
て
来
る
」　

10
／
28
㈰

（
専
門
店
街
・
大
丸
・
エ
ス
ト
３
店
共
同

販
促
）

■　

 「
シ
ー
モ
ー
ル
下
関
35
周
年
記
念

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ラ
リ
ー
」

  　
　

 

10
／
12
㈮
〜
30
㈫

■　

 「
無
料
お
買
物
列
車
シ
ー
モ
ー
ル
下
関

35
周
年
号
」（
新
山
口
駅
↑
↓
シ
ー

モ
ー
ル
下
関
）　

10
／
28
㈰

シ
ー
モ
ー
ル
し
も
の
せ
き
協
同
組
合
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岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

月次景況調査結果

－80

－90

－70

－60

－50

－40

－30

－20

－10
（DI値）

H23.8 9 10 11 12 H24.1 2 3 4 5 6 7

全国
山口

㈪

－41.2

－33.2

業種別の景況
業　　　種 ７月期 対前月比

製

造

業

食 料 品 →
繊 維 工 業 →

木 材 ･ 木 製 品 →

印 　 刷 →
窯 業 ･ 土 石 製 品 →

一 般 機 器 →
輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →

小 売 業 →

商 店 街 →

サ ー ビ ス 業 →
建 設 業 →
運 輸 業 →

　業界の景況の推移－全国平均との比較－

※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合
（表、グラフについては、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

地 域 別 の 景 況
DI値
30以上 …………… 
10以上30未満 …… 
－10以上10未満 … 
－30以上－10未満 … 
－50以上－30未満 … 
－50未満 ………… 

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　 製 造 業　

非製造業　

製 造 業　
非製造業　

景況動向

平成24年７月期
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　地区・業種を代表とする県内組合の役職員60名の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、
行政・関係機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（http://www.axis.or.jp/）の「月次景況調査」に掲載していますのでご活用下さい。

製

造

業

食 料 品
○　７月の速報値では▲4.7％と大きく前年割れした。この時期の主力魚種「萩
の瀬つきあじ」が極端に不漁で、その他魚種についても全般に低調。価格相
場高と商材不足が売上減少の原因と分析している。 （水産食料品製造業)

繊 維 工 業
○　７月も６月に続き受注減となった。国内生産品が売れないことから、国内は生
産調整を継続する状況が続いている。９月までは今のまま操業短縮の予定である
が、10月以降も見通しはよくないと思われる。 （下着類製造業）

木 材 ・
木 製 品

○　国策により木材の供給量の増加がなされたが、川上から川下まで木材業界全体
の供給過多になり、価格の低下を始めとする負のスパイラルに陥っている。
 （製材業・木製品製造業）

印 刷 ○　胆管ガン問題の発生で、業界全体が重苦しい。 （印刷）

窯 業 ・
土 石 製 品

○　岩国地区（基地関連）、下関地区の出荷量は前年比、前月比とも上回っている
ものの、他の４地区は低調。 （生コンクリ̶ト製造業）
○　地域によっては、売上が少し増加しているものの、全体としては良くない。
 （石工品製造業）

一 般 機 器

○　新幹線の部品のオーダーが交渉の途中で中国に回されたりしており、受注に苦
労している。 （一般機械器具製造業）

○　自動車メーカー、その他家電メーカーの海外への進出の流れで、市場の動きが
変わってきている。今後も国内市場は今以上に厳しい状況が予想される。低価格、
短納期対応で競争力を付けなければならない。円高の影響で、国内生産から、中
国、韓国、台湾、ベトナム、タイ、インドネシア、インド、アメリカ、メキシコ、
ロシア等の海外へ生産をシフトしている。 （特殊産業用機械製造業）

輸 送 機 器
○　作業量の上積みが出来ず、作業時間・売上高とも減少傾向である。その上、
新規物件の原価低減要請が厳しく、苦しい経営が続いている。
 （鉄道車両・同部品製造業）

非

製

造

業

卸 売 業 ○　流通関係・食品関係ともやや回復基調にある。周南地区の大手化学企業は、
増設や定期修理により今後の受注量の増加が見込める。 （周南市）

小 売 業 ○　昨年は電気製品部門の節電・エコ製品、地デジ関連製品が大幅に伸びたが、
反動で、今年は大幅に減少し、また、単価の下落も目立つ。 （各種商品小売業）

商 店 街
○　２階に飲食店を併設した雑貨店が開店。８月には商店街に人を呼び込むため組
合が約３分の１を出資するフィットネスクラブを開店する。 （山口市）

○　商店街の食品スーパーが７月末日に撤退。商店街に食品店が無くなると、今以
上に状況が悪化するので、８月より組合員の出資会社が経営をする。 （萩市）

サービス業
○　エコカー補助金の予算が消化され、８月中旬には終了となる見通しである。補
助金終了後の販売の落ち込みが懸念される。 （自動車整備業）

○　どんどん経営持続が厳しい状況になってきている。 （情報サービス業）
○　宿泊客数が前年同月比で83％と、かなり動きが鈍い。 （旅館業）

建 設 業
○　県・各市町とも公共工事（耐震工事）の発注があったが、工期に追われている。
 （鉄骨工事業）
○　公共工事は相変らず低調で、ほとんどがダンピング受注。 （土木工事業）

運 輸 業

○　７月も前年度に比べれば順調に推移、売上も伸びている。荷主の製造拠点の集
約化や配送方法・量等の合理化により絶対量が減少気味。ドライバーの拘束時
間もあり、コンプライアンス対策に頭を抱える状況でもある。

○　燃料の値下がりはあるが、景気回復の気配は一向に感じられない。
 （一般貨物自動車運送業）
○　タクシーチケットの取扱い金額は、６月分▲13.1％の減少、７月1日～20日分も
▲11.8％と大幅な減少が続いている。６月以降、地域の景気状況全体が、大幅
に悪化しているのは間違いない。 （一般旅客自動車運送業）

情報連絡員報告 平成24年７月期

景況動向
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　中央会ＰＲ・お知らせ

中国国際消費類電子博覧会に萩焼を出展
（ＪＡＰＡＮブランド育成支援事業）

　本会では、平成24年度中小企業海外展開支援事業費
補助金（JAPANブランド育成支援事業）プロジェクト
名「日本の伝統文化を加味した『萩焼海外展開プロジェ
クト』」の一環で７月５日㈭から７月８日㈰に中国山東
省青島市で開催された中国国際消費類電子博覧会にお
いて萩焼を出展しました。
　この博覧会は、中国政府が主催する最新の家電機器
などが出展される国際展示会で４日間の開催期間に中
国全土のみならず世界各国から８万人の来場者があり、
大手バイヤーや富裕層の市民らが多く訪れる展示会で
す。本来であれば、萩焼は電子機器ではないので出展対象とならないのですが、青島外商投資企業協
会や山口県日中経済交流促進協会の協力により出展が実現しました。
　政府主催の展示会とあって前夜祭から既に盛り上がっており、開催当日は約500企業の出展で多くの
人出で賑わいました。このような中で、本会の展示ブースはハイテク商品が立ち並ぶ中で、異質とも
いえる萩焼が展示され独特の雰囲気で目立っていました。

　会場では、約27㎡の区画に萩焼約80点を展示し、法被を着
た萩ブランド協同組合、萩焼協同組合関係者や浴衣姿の通訳
が萩焼の中国語パンフレットを配布したり、抹茶を振る舞う
など日本の伝統文化を演出して萩焼をアピールしました。
　特に、ろくろ実演が大好評で、１時間おきの実演に多くの
人の輪ができ、実際に体験することもできるとあって萩焼ファ
ン獲得に大きく貢献しました。
　また、展示会来場者に対し、アンケート調査を実施し、萩
焼を購入するとした場合の目的や用途、購入価格、今回の展
示品の中で最も気に入った作品、感想や気づき等について調
査を行いました。この結果を参考に、今後の現地ニーズに合っ
た色調やデザインの新たな萩焼の商品作りに活かしていくと
ともに、次回展示会開催に向けて萩ブランド協同組合や萩焼
協同組合と連携しながら準備を進めていくこととしています。
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　中央会ＰＲ・お知らせ

第64回中小企業団体全国大会開催
日　時　平成24年10月25日㈭　午後２時10分～４時40分
場　所　フェニックス・シーガイア・リゾート
　　　　「シーガイアコンベンションセンター」（宮崎市山崎町浜山）
参加者　約2,500名
特別企画　泉谷しげる氏　トークライブ
　　　　　～被災地復興へ魂を込めて～
 午後１時～２時　ほか
参加料　１人　5,000円

参加申込
 　山口県中央会総務班までご連絡をお願
いします。
　☎ 083‒922‒2606
　℻ 083‒925‒1860

参加者
募集！
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未来につながる出会いと発見のチャンス！
やまぐち総合ビジネスメッセのご案内

本中央会関連のブースが７ブース出展します。是非、お越し下さい。
日　時：平成24年10月26日㈮　10：00～16：00 
　　　　（一部終了時刻の異なるものがあります）
会　場：キリンビバレッジ　周南総合スポーツセンター
　　　　周南市大字徳山427番地
内　容： 展示会、商談会、相談会、講演会・セミナー、プレゼンテーション、ふ

るさと山口企業合同就職フェア、交流会
中央会関連ブース出展企業等
　・　企業組合みんと村（ハーブティーのティーバッグシリーズ、各種ハーブ商品）
　・　企業組合がんね栗の里（がんね栗の渋皮煮、がんね栗のペースト、各種がんね栗商品）
　・　有限会社しもせりんご村（ りんご、あっぷるジュース、アップルジャム、柚子みそあっぷる(調

味料)、燻製各種）
　・　87浪漫（ハナロマン）（長州黒かしわスイーツ、長門発キャラクタータルト、黒米棒まんじゅうほか）
　・　有限会社ビ庵（苺ハニー、黒ごまハニー、クッキングハニー、各種ハチミツ商品）
　・　中央会ブース（２ブース）
お問い合わせ：やまぐち総合ビジネスメッセ実行委員会事務局（山口県商工労働部商政課内）
　　　　　　　☎ 083‒933‒3117　　E-mail：a16100@pref.yamaguchi.lg.jp

◆ 日　時 平成24年10月25日（木）　午後2時10分～4時40分

◆ 場　所 フェニックス・シーガイア・リゾート「シーガイアコンベンションセンター」

◆ 主　催 全国中小企業団体中央会／宮崎県中小企業団体中央会
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中小企業団体
全 国 大 会
中小企業団体
全 国 大 会

64第 回64第 回
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表紙写真
中国国際消費類電子博覧会（中国山東省青島市）

　入職７年目の西坂美帆さん。事務局は岡崎事務局長と２名体制で、会計
をはじめ事務全般を担当しています。「一期一会」を心がけ、業務に取り組
んでいます。
　趣味は音楽鑑賞と旅行です。旅行は山梨の魅力にとりつかれ、富士山や
富士五湖、甲府などを何度も巡っています。山梨へは、移動に時間はかか
りますが、その過程も楽しんでいます。名物の吉田うどんは非常にコシが
強い麺で大変おしいく、甲府鳥もつ煮もお勧めです。
　組合のＰＲをお願いしたところ「鉄骨が支える鋼構造物は、産業と豊か
な住環境を生み出す一翼を担っています。組合は鉄骨業界の発展のため、
より安全で安心できる建築を目指し、組合員の人材確保と育成及び技術向
上を図っていきます。」とさわやかに応えていただきました。
　山口県鉄構工業組合　http://www.y-sfab.com/

2012Sep
今月の

さわやかレター

山口県鉄構工業組合

西坂　美帆さん


